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れている。さらに、最近、枯草菌で、RelA の他に YjbM と YwaC の 2 種の(p)ppGpp




伝学的解析によりこれらのサプレッサーは yjbM もしくは ywaC 遺伝子内の変異で
あることが明らかとなった。これより、relA の欠失による増殖阻害に、yjbM およ
び ywaC の遺伝子産物が必須であることが示されたため、さらに、これら両遺伝子
の機能を明らかにするために、relA yjbMおよび、relA ywaCの二重欠失株と、relA 
yjbM ywaC 三重欠失株を構築して解析を行った。relA 欠失株における増殖阻害は、
rRNA (rrn) オペロンの転写量の減少に起因しているのではないかと考え、リボソ
ームのプロファイルおよび各 rrn オペロンからの転写活性を解析した。その結果、
relA 欠失株では対数増殖期における 70S リボソームの量が著しく減少し、また各
rrnオペロンの P1プロモーターからの転写量も劇的に低下していた。一方、2種の
二重欠失株や三重欠失株では、リボソーム量、および各 rrn オペロンの P1 プロモ
ーターからの転写活性が回復していた。さらに、枯草菌の 10 種の rrn オペロンの
すべてのプロモーターからの転写は Gで開始されることを見出した。細胞内の GTP
濃度は relA 欠失株で最も低く、relA yjbM および relA ywaC 二重変異株でわずか






relA yjbM 株と relA ywaC 株では表現型に差異が見られ、yjbM や ywaC は発現時
期や転写の際に必要なσ因子も異なることから、これら 2つの酵素は異なる機能を
有することが予想された。そこで、relA yjbM ywaC三重欠失株において、isopropyl-

































れる rRNA 遺伝子群からの転写が必須である。申請者は relA 遺伝子の欠失株にお
ける増殖阻害の原因を検討し、relA 欠失株では細胞内の GTP 濃度が減少し rrn オ
ペロンからの転写とリボソーム形成が著しく低下すること、この増殖阻害は yjbM
と ywaCの遺伝子変異により回復すること、枯草菌にある 10種すべての rrnオペロ
ンの転写が G で開始されることを明らかにした。これらの結果から、(p)ppGpp 合
成酵素である RelA、YjbM、YwaC が転写開始に必要な GTP の細胞内濃度を変えるこ





し、YwaC の機能を詳細に検討した。その結果、relA yjbM ywaC 三重欠失株におい










 2014年 １月 16 日（木）午後 5時より本論文についての公聴会を開き、論文の
内容の説明と質疑応答を行なった。申請者は論文について明快に説明し、質疑に対
する応答も満足すべきものであった。 
